
株式会社リハサポート 

指定居宅介護支援事業所・介護予防支援事業所 

 リハサポート若林 

 重 要 事 項 説 明 書  

 

 利用者（又は、家族および法定代理人）が利用しようと考えている指定居宅介護支援および

指定介護予防居宅介護支援（以下、事業という）について、契約を締結する前に知っておいて

いただきたい内容を、説明いたします。わからないこと、わかりにくいことがあれば、遠慮なく

質問してください。 

１ 事業を提供する事業者（法人）の概要 

法人名称 株式会社リハサポート 

代 表 者 代表取締役 松澤 平 

本社所在地 

〒984－0017   

 仙台市若林区なないろの里１丁目 19-3  

メリディアンなないろの里五番館２ 

TEL 022-766-8414 FAX 022-766-8415 

 

２ 事業所について 

 （１）事業所の所在地等 

事 業 所 名 称 リハサポート若林 

指 定 事 業 者 番 号 0475302733 

所 在 地 ・ 連 絡 先 

〒984－0017 

仙台市若林区なないろの里１丁目 19-3 

メリディアンなないろの里五番館２ 

      電   話  ０２２－７６６－８４１４ 

      ファックス  ０２２－７６６－８４１５ 

管 理 者 氏 名 郡山 一子 

通常の事業実施地域 仙 台 市 

 

 （２）事業の目的および運営方針 

事 業 の 目 的 
事業所の介護支援専門員が、要介護状態又は要支援状態に

ある者に対し、適切な事業を提供します。 

運 営 方 針 

本人の自己決定を尊重し、自立支援を目的とした居宅サービ

ス計画および介護予防支援サービス計画（以下、居宅サービ

ス計画等）の作成及び、関係市町村、地域の保健・医療・福祉

サービスとの連携を図ります。 
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（３）事業所の営業日および営業時間 

営  業  日 

月曜日から金曜日 

（夏季休暇 年末年始休暇 GW休暇 

 その他カレンダー状況により休業日あり） 

営 業 時 間 午前９時００分から午後５時３０分（時間外でも緊急時対応可）  

（４）事業所の職員体制 

  資    格 常  勤  業務内容 計 

管 理 者 主任介護支援専門員 1(兼務) 
事業所の管理運営 

居宅サービス計画等の作成 
１（兼務） 

介護支援専門員 介護支援専門員 1（非常勤） 居宅サービス計画等の作成 1（非常勤） 

事務職員    1（非常勤） 
介護給付費等の請求事

務及び通信連絡事務等 
1（非常勤） 

 

３ 提供する居宅介護支援サービス及び介護予防支援サービスの内容・提供方法 

自宅で生活する利用者が介護サービス等を適切に利用できるよう、心身の状況、置かれ

ている環境、要介護者の希望等を考慮し、居宅サービス計画書等（ケアプラン）を作成すると

共に、サービス事業者等との連絡調整を行います。また、必要に応じて介護施設等の紹介も

行います。 

アセスメント 利用者宅を訪問し、利用者の心身の状況や生活環境などを把握し、

課題を分析します。 

サービス調整 アセスメントの結果を踏まえ、利用する介護サービス事業者等へ連絡

調整を行います。 

居宅サービス計画等

（ケアプラン）作成 

介護サービス等を利用するための居宅サービス計画等（ケアプラン）を

作成します。 

サービス担当者会議 介護サービス事業者等が集まり、居宅サービス計画（ケアプラン）の内

容等について話し合います。 

モニタリング 要介護認定者においては、少なくとも１月に１回、要支援認定者におい

ては、少なくとも３月に１回は利用者と面接を行います。要支援認定者

においては、面接をしない月は、電話やサービス事業所内での面接な

ど他の方法で連絡を取ります。利用者の心身の状態や居宅サービス

計画等（ケアプラン）の利用状況等について確認します。利用者からの

依頼や事業遂行に不可欠と認められる場合で、利用者の承諾を得た

場合には、１月に複数回訪問することがあります。 

給付管理 居宅サービス計画等（ケアプラン）作成後、その内容に基づき毎月給

付管理票を作成し、国民健康保険団体連合会に提出します。 

要介護認定の申請に 利用者の要介護認定の更新申請や状態変化に伴う区分変更申請を
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係る援助 円滑に行えるよう援助します。利用者が希望する場合、要介護認定の

申請を代行します。 

介護保険施設等の紹

介 

利用者が自宅での生活が困難になった場合や利用者介護保険施設

等の入所を希望した場合、利用者に介護保険施設等に関する情報を

提供します。 

※資料請求、入所申込書の入手等は行いますが、実際の入所にかか

る申し込みについては行いません。 

 

４ 居宅介護支援の業務範囲外の内容 

介護支援専門員は、居宅サービス計画等（ケアプラン）の作成やサービス調整等、３で示した

内容を行いますが、以下に示すような内容は業務範囲外となります。これらのご要望に対し

ては、必要に応じて他の専門職等のご紹介をします。 

居宅介護支援の業務

範囲外の内容 

・救急車への同乗 原則、ご家族へ依頼します。 

必要時は並走にて病院へ向かいます。 

・通院時の送迎 必要に応じて診察の同席は行います。そ

の場合、病院での待ち合わせとなります。 

・入退院時の手続きや

生活用品調達等の支

援 

原則ご家族へ依頼します。ご家族が居な

い場合などは、自費でのヘルパー、身元

保証会社等をご紹介します。 

・家事の代行業務 適切なサービス事業者をご紹介します。 

方法についての指南はします。 

・直接の身体介護 適切なサービス事業所をご紹介します。 

方法についての指南はします。 

・金銭管理 まもりーぶ仙台等適切な事業者をご紹介

します。サービス事業者への支払いなど

が滞る等発生した場合は、必要に応じ

て、お金の使い方などを一緒に考えます。 

  

５ 公正中立なケアマネジメントの確保 

複数事業所の説明等 利用者は、居宅サービス計画等（ケアプラン）に位置付ける介護サ

ービス事業所等について、複数の事業所の紹介や、その選定理由

について事業者に求めることができます。 

前６ヶ月間の居宅サービス

計画（ケアプラン）における

訪問介護等の利用割合 

当事業所が前６ヶ月間の作成した居宅サービス計画（ケアプラン）

における「訪問介護」「通所介護」「地域密着型通所介護」「福祉用

具貸与」との利用割合等を別紙１にて説明する。 
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６ テレビ電話装置等を活用したモニタリングの実施 

テレビ電話装置等を活用したモニタリングの実施方法及びメリット、デメリットは以下の通りで

す。 

同意欄 説明内容 

□ 利用者の状態が安定していることを前提として実施します。 

（安定している状態の例） 

・３ヶ月間の居宅サービス計画等の安定的な利用があった場合。 

・利用しているサービスが福祉用具貸与のみで、居宅サービス及び訪問系医

療サービス等のサービスを利用していない場合。 

・利用しているサービスが訪問介護の介護タクシーのみで、その他の居宅サ

ービス及び訪問系医療サービス等のサービスを利用していない場合。 

□ 実施にあたっては、主治医及びサービス事業者等の合意を得ます。 

※サービス担当者会議を実施します。 

□ ２月に１回は利用者の居宅を訪問して面接を行います。 

（介護予防支援の場合は 6月に 1回） 

□ 移動が不要であるため、介護支援専門員との日程調整が容易になります。 

□ 訪問者を自宅に迎え入れないため、利用者の心理的負担が軽減されます。 

□ 感染症が流行している状況でも、非接触での面接が可能になります。 

□ 利用者の健康状態や住環境等については、画面越しでは確認が難しいこと

から、サービス事業者の担当者から情報提供を受けます。 

 

７ 事業の提供にあたっての留意事項について 

（１） 事業提供に先立って、介護保険被保険者証に記載された内容（被保険者資格、要介護

認定の有無及び要介護認定の有効期間）を確認させていただきます。被保険者の住所 

などに変更があった場合は速やかに当事業者にお知らせください。 

（２） 利用者が要介護認定を受けていない場合は、利用者の意思を踏まえて速やかに当該 

申請が行われるよう必要な援助を行います。また、要介護認定の更新の申請が、遅くと

も利用者が受けている要介護認定の有効期間が終了する 30 日前にはなされるよう、 

必要な援助を行うものとします。 

 

８ 医療との連携 

事業所と入院先医療機関との連携がスムーズに図れるよう、利用者が入院した場合には、

担当する介護支援専門員の氏名及び事業所名称、連絡先を入院先の医療機関にお伝えく

ださい。（お渡しした名刺等をご提示下さい。） 

また、入院した際には、速やかに入院した旨を事業所へお知らせくださいますようお願い 

致します。 
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お知らせ頂きたい内容：入院日、入院した病院名（何階何号室）、担当科、病名、担当の 

看護師または医療相談員の氏名、主治医氏名等。 

入院後は、必要に応じて病院にて行われる病状説明などに同席をし、円滑な在宅生活へ

の移行を支援できるようにしますので、病状説明の日程が決まった場合は、お知らせ頂く 

ようにお願いします。 

訪問介護事業所等から伝達された利用者の口腔に関する問題や服薬状況、モニタリング

等の際に、介護支援専門員自身が把握した利用者の状態等について、介護支援専門員 

から主治の医師や歯科医師、薬剤師に必要な情報伝達を行います。 

 

９ 利用料金 

 要介護または要支援の認定を受けた方は、介護保険からの全額給付により自己負担は 

発生しません。ただし、保険料の滞納により法定代理受領ができない場合、１ヶ月につき要 

介護度に応じた契約書別紙２の金額をいただき、事業所からサービス提供証明書を発行しま

す。後日サービス提供証明書を保険者の窓口（区役所介護保険課）へ提出すると、全額が 

払い戻されます。 

 

１０ 秘密の保持と個人情報の保護について 

事業者は、利用者の個人情報について「個人情報の保護に関する法律」、「個人情報の 

保護に関する法律についてのガイドライン」及び「医療・介護関係事業者における個人情報

の適切な取扱いのためのガイダンス」を遵守し、適切な取扱いに努めるものとします。 

利用者及びその家

族に関する秘密の

保持について 

事業者及び事業者の使用する者は、サービス提供をするうえで知り

得た利用者及びその家族に関する秘密を正当な理由なく、第三者に

漏らしません。この秘密を保持する義務は、契約が終了した後も継続

します。 

事業者は、従業者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を

保持させるため、従業者である期間及び従業者でなくなった後におい

ても、その秘密を保持するべき旨を、従業者との雇用契約の内容とし

ます。 

個人情報の保護に

ついて 

事業者は、利用者や家族からあらかじめ文書（契約書別紙 1）で同意

を得ない限り、医療機関・介護保険事業者との連携、サービス担当者

会議等において、利用者の個人情報を用いません。 

事業者は、利用者及びその家族に関する個人情報が含まれる記録物

（紙によるものの他、電磁的記録を含む。）については、善良な管理者

の注意をもって管理し、また処分の際にも第三者への漏洩を防止する

ものとします。 

事業者が管理する情報については、利用者の求めに応じてその内容
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を開示することとし、開示の結果、情報の訂正、追加または削除を求

められた場合は、遅滞なく調査を行い、利用目的の達成に必要な範

囲内で訂正等を行うものとします。(開示に際して複写料などが必要な

場合は利用者の負担となります。) 

 

１１ 虐待の防止について 

事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のために、次に掲げるとおり必要な措置

を講じます。 

（1）  虐待防止に関する責任者を選定しています。 

虐待防止に関する責任者  ：  管理者  郡山 一子 

（2） 成年後見制度の利用を支援します。 

（3） 解決体制を整備しています。 

（4） 従業者に対する虐待防止を啓発･普及するための研修を実施しています。 

 

１２ 業務継続計画の策定 

 事業者は、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する指定居宅介護支援事業

の提供を継続的に実施するため及び非常時の体制での早期の業務再開を図るための計画を

策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じます。 

 また、介護支援専門員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修 

及び訓練を定期的に実施するよう努めます。 

 定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。 

連携事業者 

法人名称 医療法人 芳縁会 

代表者 理事長 ジャ ウェンティン 

事業所名称 芳縁ケアプランセンター 

指定事業者番号 0475105805 

所在地・連絡先 仙台市青葉区八幡１丁目 4番 22号 裳榮ハイツ 405 

TEL 022-797-9935 

１３ 感染症の予防及びまん延の防止のための措置 

 事業所は、感染症が発生し、又はまん延しないように、次の各号に掲げる措置を講じる

よう努めます。 

① 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会（テレビ

電話装置等を活用して行うことができるものとする）をおおむね 6月に 1回以上開催

します。その結果を、介護支援専門員に周知徹底します。 

② 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。 

③ 介護支援専門員に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的
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に実施します。 

１４ 雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保 

男女雇用機会均等法等におけるハラスメント対策に関する事業者の責務を踏まえつつ、 

ハラスメント対策のため、次の措置を講ずるものとする。 

（１）従業者に対するハラスメント指針の周知・啓発 

（２）従業者からの相談に応じ、適切に対処するための体制の整備 

（３）その他ハラスメント防止のために必要な措置 

 

１５ 身体拘束の原則禁止 

利用者又は利用者等の生命または保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束

を行いません。身体的拘束を行う場合には、その様態及び時間、その際の利用者の心身状

況並びに緊急やむを得ない理由を記録します。 

 

１６ 事故発生時の対応 

  利用者に対する指定居宅介護支援の提供により事故が発生した場合は、速やかに家族 

関係市区町村に連絡するとともに、必要な措置を講じます。また、利用者に対する指定居宅 

介護支援の提供により事業所の賠償すべき事故が発生した場合には、速やかに損害賠償 

いたします。 

 

１７ 身分証携行義務 

介護支援専門員は、常に身分証を携行し、初回訪問時及び利用者または利用者の家族から

提示を求められた時は、いつでも身分証を提示します。 

 

１８ サービス内容に関するクレーム等相談窓口 

 (株)リハサポート 

   担当 松澤 平 

   電話番号  ０２２－７６６－８４１４ 

   ファックス  ０２２－７６６－８４１５ 

   月曜日から金曜日  ９時００分から１７時３０分 

仙台市介護事業支援課 

居宅サービス指導係 
０２２－２１４－８１９２ 

宮城県国民健康保険 

団体連合会 
    ０２２―２２２－７７００ 
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上記内容について利用者、又は家族（法定代理人）に説明を行い、本書面を交付しました。 

 

 令和   年   月   日 

 

                   株式会社リハサポート リハサポート若林 

                   介護支援専門員                       

 

 

上記内容について事業者より説明を受け、本書面の交付を受けました。 

 

 令和   年   月   日 

 

     利  用  者                               

 

     署名代行者                                

    （家族及び法定代理人）                      続柄                


